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　　　The 　vividness 　of 　motor 　i皿 agery 　may 　be　assumed 　to　be　 one 　of　the　impOrtant　variables 　that

may 　predict　the 　effects 　of 　image 　training 　on 　motor 　skill 　learning．　 Likewise，　the　 special 　charac
−

teristics　 of 　 the　vividness 　Qf　motor 　imagery 　are 　generally 　assumed 　to　be　different　from　that 　of

th。　g 。n 。，al　 i皿 。 g ・・y．1・ ・n ・tt・ mpt 　t… n ・t・u ・t ・ t・・t　b・ tt・・y ・・ mea … eth ・ vi ・ id・ ・… fm ・t・・

imagery ，　a　respective 　test （VMI 　test） was 　proposed 　in　this　study 。

　　　The　 first　 purpose 　 of　 the　 present 　 study 　 was 　 to　 examine 　 the　 relationships 　 between 　 the

vividness 　of 　general　imagery　measured 　by　Betts’

s　test　and 　the　vividness 　 of 　 motor 　 imagery 　by

use　 of　 factor　 analytical 　 techniques ．　 The　 second 　 purpose　 of 　 this 　study 　was 　to　determine　the

factor　structure 　of 　the　vividness 　of　motor 　imagery ．　The 　third　purpose 　of 　this　study 　was 　to　test

some 　differences　of 　the　factor　structure 　and 　 the 　 factor　 scores 　 of　 VMI 　 test 　 between 　 physica］

education 　major 　students （PE ）and 　non ・physical　education 　majors （Non ・PE ）．

　　　The 　 sublects 　 were 　 110　 male 　 and 　 80　female　undergraduate 　physical　education 　majors 　and

107male 　and 　 98　 female　 non
−physical　 education 　 majors ．　 The 　 fifty　 items　 of 　 VMI 　 test 　 were
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constructed 　under 　 consideration 　 of 　main 　sensory 　modalities 　and 　several 　basic　movements ．
subjects 　were 　asked 　to　evaluate 　their 　own 　vividness 　of　imagery 　on 　Betts’s　and 　VMI 　 test

five・point　rating 　scales ．

　　　The 　followlng　results 　were 　mainly 　found　out ：

Allwith

1． Nlne　factors　were 　extracted 　from　the　factor　analysis 　including　both　Betts’s　and 　VMI 　test

　　items．　 Each　 of 　 these　 nine 　 factors　was 　correlated 　with 　either 　Betts’s　test　items　or 　VMI 　test

　　
items，　but　not 　with 　the　bo亡h．　 It　seems 　that　the　vividness 　of 　 motor 　imagery 　 might 　be　inde−

　　pendent 　from　the　vividness 　of 　general 　imagery 　at 　 some 　degrees。　 Therefore ，　the 　vividness 　of

　　motor 　imagery 　should 　 be　measured 　at　the　different　view 　point　from　the　vividness 　of 　general　　コ
　　lmage 「y・

2． In　the　factor　 analysis 　 of　 VMI 　 test，　 five　 factors　were 　 reasonably 　interpreted．　 The　first

　　factor　was 　 named 　 as　 Visual　Imagery 　of 　General　Movements ，　 This　factor　seems 　to　indicate

　　visual 　dominance　of 　motor 　imagery ．　 After　that
，
　the　fo！lowing　factors　were 　detected　in　order ：

　　
Compound 　Sense・Imagery 　of 　Throwing　and 　Hitting，　Compound 　Sense−lmagery 　of 　Gymnastic
M ・vem ・nt ・

・ C ・mp ・und 　S ・n ・e ・lm ・ g・・y ・ f　T ・ pPi ・ g，・nd 　C ・mp ・ und 　S・ n ・e ・lm 。gery 。 f　Runni 。g．

　　It　seems 　that　the　first　factor　might 　be　an 　imagery 　of
“

seeing
”

and 　the 　others 　 might 　 be　 an

　　imagery 　of
“
performing

”
．

3． Concerning 　 the　 first　 factor　of 　VMI 　test，　the　similar 　factor　structures 　mentioned 　in　2　were

　　found　out 　both　for　PE 　and 　Non ・PE 　subjects ．　 The 　other 　factors　for　PE 　majors ，　however，　were

　　
more 　specific 　in　regard 　to　movements 　thall 　the　ones 　for　Non −PE　majors ，　 As　to　these　results

，

　　
it
　
was

　
indicated

　that　characteristics 　of　the　vividnese 　of 　motor 　imagery　factors　were 　change ・

　able 　with 　athletic 　experiences 　and 　acquisition 　of 　motor 　skills ，

4．　Non ・PE　 majors 　 showed 　 signif 三cantly 　 h三gher　 factor　 scores 　 on 　Visual　 Imagery 　of 　General

　Movements 　than 　 PE 　majors ．　 PE 　malors 　showed 　 significantly 　higher　factor　 scores 　 on 　 Com ．

P・und 　Sen・e・Im ・g ・・y ・f　Gym … ti・ M … ment ・ and 　C ・mp ・und 　S… e−Im ・g ・ ・y ・f　Runni。 g　th 。n

　　Non
−PE 　majors ．　 Probably

，　an 　ability 　of 　vividness 　of 　motQr 　imagery 　can 　be　differentially

　　affected 　by　athletic 　experiences ．

　　　（Tamotsu 　Nishida，　Atsumi 　Katsube，　Kimihiro 　Inomata ，　Satoshi　Koyama ，　Yoshinori　Okazawa ，
・ nd 　M ・・an ・b・ 1…

“A 　f・・t・・ an ・lyti・al … dy … i・idne・s ・f　m ・… im ・gery
・

， 」・P．・J．・Phys．
Edu ‘．，26−3 ：189 − 205，　 December，1981）

目 的

　　認知過程 に お ける 表象 とし て の イ メ ージ を定義
づ ける立場 には，従来か ら大別 し て 2 つ の学派が

あ る と言われて い る
13）・27）

。 　 その 1 つ は，イ メ ー

ジ は外界 の事物の 知覚 と類同的 に コ ー
デ ィ ン グ さ

れ た 絵画 的 な特性 で あ る と考え る Paiviol6） な ど

の 「イ メ ージ 」派で あ り， これ に対す る他の 1 つ

は ，イ メ
ージ は命題 に よ る記述の 形 で コ ー

デ ィ ン

グ され た も の で ある と考え る Pylyshyn20） な どの

「命題」派で あ る。例 え ば ， 三 角形 に つ い て い え

ぱ ， その 豫を実際の 知覚 と類同的 に コ ーデ ／ ン グ

され た絵 画 的 な存在 とし て イ メ ージ を とらえ る立

場が前者で あ り，三 角形 が 3 つ の 辺 を持ち ， その

3 つ が，それ ぞれ つ なが っ て い る とい うよ うな命

題の 形 で イ メ ージ を考え る の が後者の 立 場 で あ

る 。

　　この よ うな両派の 主要 な対立点は，認 知過程 に

おけ る記憶 の 概念にお い て もみ られ る 。 すな わ ち

情報の 習得，保持，再生 とい っ た 一連 の 記憶過程

にお ける情報の 内容と して ，　「イ メ ージ」派は ，

言語的表象 と外界 の事物の 知覚に類同的 な特性 と

N 工工
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し て の イ メ
ージ とい っ たそれ ぞれ独 自の 機能 を持

つ 2 つ の 系列 をあげて お り（2 重 コ ー ド説），
一方，

「命題」派は，命題 に よ っ て 記述され る よ うな内

的な深層構造 を特 に 主張 し て い る。従 っ て ，一般

的に は ，イ メ ージ と記憶の 概念 とは ，情報 の 習得 ，

保持 ， 再生 とい っ た 一連の 記憶 過程 にお い て か な

りの 共通点が み られ る が ，そ の 情報 の 内容 の相違

に よ っ て 両派 の立場が存在して い る と 解 釈 さ れ

る 。

　さて ， 本研究で 取 りあ げる イ メ
ージ は，次の 理

由に よ っ て ，Paivioな どが主張す る 「イ メ ージ」

派 の 立場 を とる もので ある 。 1 つ は，本研究 で の

運動 イ メ
ージが， Richardson22） の 指 摘する準知

覚的あ る い は準感覚的な経験で あ る と考え られ る

こ と，第 2 に，運動イ メ
ージ の 明瞭性が

一般的に は

絵画的 なイ メ ージと し て とらえ られ やすい こ と，

第 3 に，方法論的に は後述する よ うな質問紙法 に

よ っ て 運動イ メ
ージ の 明瞭性の程度を測定 しよ う

と して い る こ と，な どで ある 。 従 っ て ， 本研究で

は ，イ メ
ージ を過去経験 （知覚的 ，感覚的，感情

的 経験な ど）に よ っ て ，外界 の事物 の 知覚 と類同

的 に 習 得，保持 され た情報が ， 自己 の 記憶 を手が

か りとして意識的 な レ ベ ル で 想起あ る い は再生さ

れ たもの で ，絵画的 な特性 を持 つ もの と考え る 。

　 運 動技能学習に及ぼすイ メ ージ ト レ ー ニ ン グ の

効果は ， 様 々 な要因 に規定され て い る21）。 こ れ ら

の 要因 の 中で ，特 に 学習者が課題 に つ い て い か に

鮮明なイ メ ージを描け る か （明瞭性）， また ，描 い

た イ メ
ージをい か に操作 ・変換 で き る か （統御可

能性） と い う学 習 者側 の 要因 は ，イ メ
ージ ト レ ー

ニ ン グ の 効果を左右す る うえで 重要 な媒介変数 で

あ る と考え られ る 。

　 例え ば ，
RichardsQn　and 　StartM） は ，高跳び

の 技能を課題 として取 りあげ，イ メ ージ の 明瞭性

　（高 ・低） と統御可 能性 （高 ・低）を組み合わせ

た 4 群 を編成 し，イ メ ージ ト レ ー ニ ン グ の 効果 を

検討 し て い る。そ の 結果 ， 明 瞭性，統御可 能性 と

もに 高 い 群が最高 の パ フ ォ
ーマ ン ス を示 した と報

告 し て い る 。 ま た ，Smithells　and 　Marks35）1ま，

大筋活動を伴 なう大 型の 回転盤追跡課題 を取 りあ

げ ， イ メ ージ の 明瞭性 と身体練習後に挿入 された

イ メ
ージ ト レ ー ＝ ン グ の 効果 と の 闘連性 を検討 し

191

た と こ ろ，明瞭性の 高 い 者 はそれ らの低 い 者 と比

較 して ， 相対的 に高 い パ フ ォ
ーマ ン ス を示 し た と

述べ て い る 。 これ らの 結果 は，イ メ ージ の 明瞭性

や統御可 能性 と イ メ ー ジ ト レ ー ＝ ン グ の 効果 と の

間 に共変関係が存 在す る可 能性 を示唆す る もの で

あ り，す なわ ち ， イ メ ージ ト レ ー ニ ソ グ を行 う場

合 に，イ メ ー ジ の 明 瞭性や統御可 能性が学習者の

適性 と し て とらえ られ る こ とを示唆す るも の と考

えられ る 。

　 しか しなが ら，
こ れ ら の 研究の 中で ，イ メ ージ

の 明瞭性や統御可 能性 の 個人差 を測定す る ため に

用 い られた テ ス ト は，運動技能 とは直接関係 しな

い 一般 的な場面で の 4 メ
ージ を測定対 象 と し た

Betts検査 （短縮版）
23 ）や Gordon 検査 （改訂版）

23 ♪

で あ っ た こ とか ら， 運 動技能 を課題 と した イ メ ー

ジ ト レ
ー ニ ン グ の効果 を明 らか にす る うえ で 不十

分で あ っ た の で はない か と思われ る 。 な ぜな ら，

運動技能の 向上 や習得 の た め に行われ るイ メ ージ

ト レ ー ニ ン グ は ，運動技能 に直接関連 した イ メ ー

ジ の 強 化を主た る 目的 と して い るか らで ある 。 ま

た，水泳 の飛び 込 み技能を課題 と した White ら
37）

が ，運動 に 伴な っ て 生 じる筋感覚的 な イ メ ージ の

明瞭性 とイ メ
ージ ト レ ー ＝ ン グ の 効果 （パ フ ォ

ー

マ ン ス の 増加）と の 間 に有意 な相関 （r ‘ O．57）

がみ られた と報告し て い るこ とを考え る と，
　Betts

や Gordon の 一般的なイ メ
ージ テ ス ト よ りも，運

動 の特殊性を考慮 した運動技能 に特有な d メ ージ

テ ス ト を用 い た方が，運動技能 を課題 と した ／ メ

ージ ト レ
ー一＝ ン グ の効果 をよ り明確に 把握す る こ

とがで きる の で は ない か と考え られ る。こ の 点に

関 して ，猪俣 ら4 ）お よび伊藤 6）は，試作的で は あ

るが Bettsや Gordon の イ メ
ージ テ ス ト を水 泳場

面 にお きか え たか たちで ，
モ デ ル 提示 によ る イ メ

ージ ト レ ー ニ ン グ の効果 を検討 して い る 。

　　と こ ろで ，運動技能課題 に直接関連 し，イ メ ー

ジ ト レ ー ニ ン グ の 効果 に重要で ある と思 わ れ る 4

メ ージ に は ，感覚様相や運動様式 な どが関係 し て

い る と考え られ るで あ ろ う。 感覚様相 と し て は ，

まず取 りあげられ る の が視覚的な イ メ ー ジ で あ

　る 。 こ の イ メ
ージ は ， 運 動を開始す るにあた っ て

の 目標値を示す と ともに，運動課題を遂行す る際

　の 認知的要素の 強化に重要な役割 りを持 っ て い る

N 工工
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　と考 え られ る11）・34）
。 ま た ， 自己が遂行 し て い る

場合 と他者が遂行 して い る の を見て い る場合 とで

は ， 強化 され る視覚的 イ メ ージ に も質的な差異が

み られ ると考 え られ る こ とか ら5）110 ）・26），「自己」

お よび 「他者」の 視覚的イ メ ージ に分類され るで

あ ろう。

　 次 に ，運動の 遂行 に伴な っ て 生 じる筋感覚的な

イ メ ージ を取 りあげる必要が あ る 。 先述 した よ う

に White らは ， 水 泳技能 に お い て ， 筋感覚的イ

メ ー
ジの 明瞭性 とイ メ ージ ト レ ー ＝ ン グ の 効果 と

の 間に 有意 な相関 を見 出して い る。こ の 報告は，

イ メ ージ ト レ ー ＝＝ ン グ の効果 に 関与するイ メ ージ

の 1 つ と して ，笳感覚的 イ メ ージ が重要で ある こ

とを示唆 して い る もの と考え られ る。

　 さらに ，運動 によ っ て 引 き起 こ され る様 々 な感

覚か ら生 じ る 付帯的状況 の イ メ ージ （聴覚 ， 痛覚

な ど）は ， 運動 を行 ううえ で の 臨場感や運動共感

を高め る作用 を持 つ もの と し て 重 要 で あ る と考え

られ る 。

　
一方，運動様式 として は，個人 の特 殊な運動経

験に よる影響を除去す るため に，日常生 活 に おけ

る基本的動作 を取 りあげ る必要 があろ う。

　 以上 の こ とをふまえた うえ で ， 本研究では ， ま

ず運動イ メ
ー

ジ の 明 瞭性 を取 りあげ，それ らを測

定 する テ ス トをすで に述 べ た観点に 基づ い て 作成

す る こ と に した。4 メ
ー

ジ の 明瞭性を 測る方法 と

しては， Bettsの 明瞭性 テ ス ト に代表される質問

紙法 に よ る測定 の 有効性が，従来 の研究か ら明 ら

か に され て い る 。 例 えば ，
Betts テ ス ト の 信頼性

に つ い て は，折半法で O．　91， 0．93とい う相 関係数が

報告され てお り32）
， また ， 7 か 月後の 再 テ ス ト法で

は，0．78 とい う高 い 信頼性 係数が得 られ て い る29〕
。

妥 当性 に 関 し て は， Betts テ ス ト の 因子 分析的研

究 30 ）に お い て ， 仮説的 に設定され た感覚様相 と対

応 した因子 的構造が得られ ， テ ス トの 因子的妥 当

性が 明確 に され て い る こ と，イ メ ージ の 明瞭性 と

刺激図形の 再生 28）
， 書字能力36）との 間 に 正 の 相関

関係が認 め られ る など ， テ ス ト の予測的妥 当性が

あ る程度見 い 出 され て い る こ と，ま た ，視覚的イ

メ ージ の 明 瞭性 と生理 的指標 との 対応関 係に お い

て ，脳 波15）と の 関 係は 必 ずしも明確で は な い が，

規則的 な呼吸 パ タ ー
ン 3）・z5）とは わずか なが ら正 の

相関関係が報告 され て い る こ とな どか ら，質問紙

法 に よ っ て イ メ ージ の 明瞭性 を測定で きる可 能性

が示 唆 され て い る 。 そ こ で ，本研究に お い て も，

質問紙法 に よ っ て運動 イ メ
ージ の 明瞭性を とらえ

よ うとした。

　次 に ，それ らとイ メ ージ の対象を 一般的なもの

に求め た Bettsの 明瞭性 テ ス ト項 目 とが ど の よ う

な関連性を持 つ の か ，つ ま り，

一般的な イ メ ージ

に対する運動 の イ メ
ージ の構造上 の 特殊性 に つ い

て ， 因子分 析的手法を用 い て検 討す る こ と に し

た。

　 また ，運動 イ メ
ージ の 明瞭性 が ど の よ うな因子

か ら構成 され て い る の か を明 らか にす る た め に，

因子 分析 に よる検討を加 える こ とに した 。

　 さ ら に ，単語か ら想起 され る運動 に関連 した イ

メ ージ 得点は ，体育専攻群 の 方が
一般学 生 か ら選

ば れ た 統制群 よ りも高 い 得点 を示 した と報告 して

い る Diehl　and 　England　2 ） の 研究か ら推 察 し

て ， 運動経験 に よ っ て も運動イ メ ージ の 因子的 構

造お よび因子 の 特質 に差異 がみ られ る こ とが予測

され る 。 こ れ ら の 予測 を明 らか に す る こ とは ， 運

動イ メ ージ の特殊性 をさ ら に裏づ ける もの と考え

られ る 。 そ こ で ， 体育学部生 ，他学 部生 をそれ ぞ

れ 対象 と し た 因子 分析 を行 い
， また ，調査 対象者

全 体を対象 と した因子 分析の 結果か ら抽 出 され た

因 子 に関 し て ， 体育学部生 と他学 部生 の 因子 ス コ

ア ーを比較検討する こ と に した 。

方 法

1　 調査対象者

　対象者は，体育学部生 （男子 110名，女子 80名）

と他学 部生 （男 子 107名，女子 98名）の 計 395 名

（年齢 18〜 21歳） であ る 。

2 　 イ メ
ージ の テ ス ト項 目

　（1） 運動イ メ ージ の 明瞭性 テ ス ト

　 こ の テ ス ト は ， 運動 に つ い て の イ メ ージ の 鮮や

か さを測 る目的で 著者らが作成した もの で ，テ ス

ト項目 は次の 手順を 得て構成 され た。

　まず ， 仮説的 に 設定 され た視覚的（自己 ，他者），

筋感覚的，お よ び付帯的状況 の イ メ ージ 因子 と ，

運動イ メ ージ の 対象 として選 ばれ た 日常生 活 に お

ける基本的動作 （走 る ， 投げる ， た た くな ど） と
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を組み合わせ た項 目が作成 された （77項 目）。

　次 に，こ れ ら の項 目 の 等質性 を検 討する 目的で

予 備調査 が 実施 され ，各項 目 の 得点分布，平均値

お よび分散 の 偏 り，77項 目 の 総合得点 と各項 目得

点 と の 相関が 吟味 され た後，最終的 に は Table 　1

に 示す よ うな 50項 目 の 運動イ メ ージ の 明瞭性 テ ス

ト （Vividness　of　 Motor　 Imagery 　Test．以下 こ

れ を VMI テ ス ト と呼称す る）が作成され た 。 な

お ，VMI テ ス トの 信頼性係数は ， 折半法 に お い

て 0．94で あ っ た 。

Table　 l　 Items　 of 　 VMI 　 test

1 ．あ な た は，階段を 降 りて い ます 。 そ の 時の 足 音を

　 思 い うか べ る こ とが で きますか 。

2 ．あな た は，手の ひ らで 水面を勢 い よくたたい て い

　　ます。その 時の 水 の 音を思 い うか べ る こ とが で き

　　ます か 。

3 ．誰 か が ， 綱引きをやっ て い ます。そ の様子 を思 い

　　うか べ る こ とが で きますか 。

4 ．あ な た は ，ボ ール を蹴 っ て い ま す。足が伸び き っ

　 た感じを思 い うかべ る こ とが で きますか。

5 ，あ な た は ，綱引 きをや っ て い ま す。その 時 の 息苦

　　し さ を 思 い うか べ る こ とが で き ますか e

6 ．あ な た は，バ
ッ トを振 っ て い ます。そ の 時 の し っ

　 か り握 りしめ て い る感じを思 い うか べ る こ とがで

　　き ますか 。

7 ．あ な た は，誰か と徒競走を して い ます。相 手を抜

　　い た （あ る い は 抜 か れ た ）様 子 を思い うか べ る こ

　　とが で き ます か 。

8 ．あな た は，腕を大きくまわ し てい ます。その 時

　　肩 の 筋肉 の 感 じを思 い うか べ る こ とが で き ま す

　 　か 。

9 ．あ な た は ，マ
ッ トの 上 を前回 りで 転が っ て い ます。

　　その時 ，
9

ッ トの 表面を思 い うか べ る こ とが で き

　　ますか 。

10．あなたは，手 の ひ らで 水面を勢い よ くた た い て い

　　ます 。 そ の時 ，水が とび散 る様 子 を 思 い うか べ る

　　 こ とが で きます か 。

11．あ な た は ， 綱引 きをや っ て い ます。そ の 時 ， 綱が

　　向 うに 引か れ て い く （あ る い は こ ちらに 引か れ て

　　く る ）様 子 を思 い うか べ る こ とが で きま すか 。

12．誰か が，鉄棒 に ぶ らさが っ て い ます。その様子 を

　　思い うかぺ る こ と がで きま すか 。

13．あな た は ， ドア を押 し て い ま す。その 時 ， 腕 の 筋

　　肉の抵抗感 を思 い うかべ る こ とが で き ますか 。

14．あ な た は ， ボ
ー

ノレ を蹴 っ
て い ま す。蹴 っ た ボ ール

　　が転が っ て い く様子 を思 い うか べ る こ とが で き ま

　　すか 。

15．あなた は，倒立を し て い ます 。 そ の時，ま わ りが

　　さか さま に な っ て い る 様 子 を思 い うか べ る こ とが

　　で き ま すか 。

16．あなた は，鉄欅 に ぶらさが っ て い ます。そ の時，

　　腕 の しびれ る感 じを うかべ る こ とが で きま す か 。

17．あ な た は，ポ
ー

ル を遠 くへ 投げて い ます。投げた

　　ボール が とん で い く様 子 を思 い うか べ る こ とがで

　　きますか 。

18．誰か が，マ
ッ トの 上を前回 りで転が っ て い ます 。

　　そ の 様子 を 思い うか べ る こ とがで きますか。

19．あなた は ， 雨の 中 を走 っ て い ます。顔 に あ た る 雨

　　の感じ を思 い うか べ る こ とが で きますか 。

20．あな た は ，倒立 を して い ます。そ の 時，頭 に 血 が

　　の ぼ る感じを思 い うか べ る こ とが で き ま すか 。

21．誰 か が ，グ ラ ソ ドを走 っ て い ま す。そ の 様子 を 思

　　い うか べ るこ とが で きますか 。

22．あな た は ，ボー
ル を蹴 っ て い ます 。 足先 に感 じる

　　衝撃を 思 い うか べ る こ とが で きますか 。

23．誰かが ，
ドア を押 して い ます。そ の 様子 を思 い う

　　かべ る こ とが で き ますか 。

24．誰 か が ，道 を歩い て い ます。そ の 様子を思 い うか

　　べ る こ とが で き ます か。

25．誰か が ，腕 を大 き く まわ し て い ます 。 その 様子 を

　　思 い うか べ る こ とがで きますか。

26．あなたは ， 手の ひ らで 水 面 を勢い よ くた た い て い

　　ます。その 時 ， 手 の ひ らに感じる痛みを思 い うか

　　べ る こ とが で きますか 。

27．あな た は，ボ ール を 遠 くへ 投げ て い ます。そ の 時 ，

　　腕 に 力 の 入 っ た 感 じ を 思 い うか べ る こ とが で き ま

　　す か 。

28．誰か が，手の ひ らで 水 面 を 勢い よ くた た い て い ま

　　す 。 その 様 子 を思 い うか べ る こ とが で きま す か 。

29．あなたは ， 綱引きをや っ て い ます。そ の 時 の 腕 の

　　筋 肉の 感 じ を思 い うか べ る こ とが で きますか 。

30．あなたは ，
マ ッ トの 上 を前 回 りで 転が っ て い ます 。

　　そ の 時，背中が マ
ッ

ト に ふ れ る感じを思い うか べ

　　 る こ とが で きますか 。

31．誰 か が ，ボ
ー

ル を蹴 って い ま す。そ の 様子を思 い

　　 うか べ る こ とが で きま すか。

32．あなた は，道 を 歩 い て い ます。む こ うか ら く る 人

　　の 顔がだん だ ん は っ き り見 え て く る の を 思 い うか

　　 べ る こ とが で き ます か 。

33．あなた は ， 階段 を降 りて い ます 。 そ の 時 の 階段 の

　　様子 を思 い うか べ る こ とが で きますか 。

34．あなたは ， 全力で グ ラ ン ドを走 っ て い ます 。 その

　　時 の 腕 の 筋肉の 感 じを 思 い うか べ る こ とが で きま

　　す か。

35．あなた は，パ
ッ トを振 っ て い ます 。 そ の 時 の バ

ッ

　　 トの 動 く様 子 を思 い うか べ る こ とがで きます か 。
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36．あなたは ， 倒立を して い ま す 。 その 時 の 腕の つ
っ

　　ぱ っ た感 じを思い うか べ る こ とが で きますか 。

37．あなたは，道を歩い て い ます。 その 時 の 足音を思

　　い うか べ る こ とが で きますか 。

38．あ なた は ， ドア を押 し て い ます。ドア が開 い て い

　　 く様 子 を思 い うか べ る こ とが で きますか。

39．誰か が ，倒立 を して い ます。そ の 様子 を思 い うか

　　べ る こ とが で きま すか 。

40 ．あ な た は ，
s

ッ トの 上 を前回 りで 何回も転が っ て

　　い ます。その 時 の め まい の ような感 じを思 い うか

　　べ る こ とが で きま すか 。

41，あなたは ， 1歩 1歩 ， 歩く時 の 足 の 動きの 感じを

　　思 い うか べ る こ とが で きますか 。

42．あなた は ，腕 を大 き く ま わ して い ます。その まわ

　　 し て い る腕 を 思 い うか べ る こ とが で きます か 。

43．あ な た は ，ポ ー
ル を遠 くへ 投げ て い ます 。 その 時 ，

　　 ポ
ー

ル が指先か ら離れ る 感 じを思 い うか べ る こ と

　　が で きますか 。

44．あ なた は，グ ラ ン ドを全 力で走 っ て い ます。そ の

　　時 の 息づ か い を思い うか べ る こ とが で きま すか 。

45，あ な た は，階段を降 りて い ます 。 そ の 時， 足 にか

　　か る重みを思い うか べ る こ とが で きますか 。

46．あな た は ，
バ

ッ トを振 っ て い ます。そ の 時 の バ
ッ

　　 トに 引 っ ぱ られ る よ うな 感 じを 思 い うか べ る こ と

　　 が で きま すか 。

47。あなた は ， 長 距離を走 っ て い ます 。 そ の 時 の の ど

　　 の か わ い た 感 じを思 い うか べ る こ とが で き ま す

　　か 。

48．誰か が ，階段を降 りて い ます 。 その 様子を思 い う

　　 か べ る こ とがで きますか 。

49 ．誰かが ， ボール を 遠 く へ 投 げて い ます。そ の 様 子

　　を思い うか べ る こ とが で き ますか。

50．誰かが ，
バ

ッ トを振 っ てい ます。そ の 様子 を思 い

　　 うか べ る こ とが で きま すか 。

Table　2　1teins　of 　Betts　test

　（2） Betts の 明瞭性 テ ス ト

　 こ の テ ス トは ，一般的 な場面 で の イ メ
ージ の 鮮

やか さ を測 る 目的で 作成 された Betts の テ ス ト

（短縮版）で ある 。 テ ス ト項 目は ， 視覚， 聴覚，

触覚 ， 運動感覚，味覚 、 嗅覚 ， お よび内部感覚の

7 つ の 感覚に 対 し て ，それ ぞれ 5 項 目ず つ 設け ら

れ た計 35項 目か ら構成 され て い る （Table 　2）。 な

お ， これ らの 項 目 の 中に は，イ メ ージ を 描 く 際

に ，生 活様式 の 差異を考慮した方が望 ま し い と思

われ る項 目が み られ た こ とか ら， それ らの 項 目に

つ い ては
一

部修正 が施 され て い る 。 （例 ： 「リン

ネ ル の 肌 ざわ り」 を 「毛布の肌 ざわ り」 に修正 ）

51．地 平線 に 沈 もうとして い る太陽 は ，

52．親し い 人 の顔は ，

53．親 しい 人 の 体 つ きは ，

54．親 しい 人 の歩きぶ りは，

55．親 しい 人 の よ く着て い る衣服 は ，

56．機関車 の 汽笛は，

57．自動車の 警笛 は ，

58．猫の なき声 は ，

59．蒸気の もれ る音は ，

60．拍手の 音は，

61，砂の 肌ざわ りは，

62．毛布 の 肌 ざわ りは ，

63，毛皮の 肌 ざわ りは ，

64．ピ ン で 刺 し た 時の 痛み は ，

65．生 ぬ るい 風 呂の 感 じは，

66．二 階 に か け登 る 時 の 足 に 力の 入 っ た感じは ，

67．溝をとび越す時の 足 に カの 入 っ た感 じは，

68，紙 に 円 を描 く時 の 手 に力 の 入 っ た感 じは，

69．高い へ い に よ じ登 る 時 の 手足 に力 の 入 っ た 感 じ

　 　 は．

70．何か を蹴 とばす時 の 足に力の入 っ た感 じは ，

71．塩 の 味 は，

72．砂糖の 味 は，

73．み か ん の 味 は，

74．ゼ リ
ー

の 味 は ，

75．コ
ー

ヒ
ー

の 味は ，

76．換気 の 悪 い 部屋 の に お い は ，

77．料 理 の キ t ペ ツ の に お い は，

78．すきやきの に お い は ，

79．塗 りた て の ペ ン キ の に お い は ，

80．新 しい 革製品の にお い は ，

81．疲れ た 感 じは ，

82．空腹 の 感 じは ，

83．の どの 痛みは ，

84．ね むい 感 じは ，

85．た くさん 食べ た 時 の 満腹感 は，

3　 テ ス トの 実施手続 き

　両テ ス ト とも教示 お よび テ ス ト項 目は ，テ
ープ

レ コ ーダー
を通 し て与 え られた 。 対象者は ， 項 目

が示され た 後 ， 閉眼 状態 で 体を動か さな い で イ メ

ージ を描 き，その イ メ ージ の 鮮やか さの 程度を，

全 く／ メ ージ が現 わ れ な い 「1 」 か ら，実際の 経

験 と同 じ くらい 極 め て 鮮やか で ある 「5 」ま で の

5 段階評定尺 度の い ずれ か に反応するよ う求め ら

れた 。 イ メ
ー

ジを描 くた め に与え られ た時間は 、
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Table　3　 Rotated　factor　 matrix 　for　VMI 　 and 　Betts　test

1tem 1 ∬ 皿 N V v H、 11 K ht
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decimal　peints 　 were 　 Qmitted

各項 目に つ き約 15秒で あ っ た 。

4　 データ 処理

　　因 子 の 抽出お よ び因子 ス コ ア ーの 算出方法は，

次 の 手順 に基 づ い て 行われ た 12）・3D
。

　　（1） 調査対象者か ら得 られ た粗 デ ー タ に よ っ

て ，項 目間 の 相関行列が作成 された 。

　　  　因子 数は ，共通性 の推定 値を 1．0 と した主

因子解に よる結果か ら，固有値が 1．0 以上 で ある

と の 基 準 に よ り決定 され た 。

　　  　共通性の 初期値 は ， 相闘行列の 行列式 IRI

を調 べ
， IRI＞ 10

°s
で あれ ば ， ガ ッ ト マ ン の SMC

（重相関 係数 の 2 乗）が，また ，IRI≦10’s の 時，

あ る い は IR1＞ 10’sで あ っ て も SMC に よ る推定

値 に 不合理 な値が出 る時 に は ， 相 関行列 の各行の
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絶対値 の最大値が用 い られ た e

　（4） 因子 の 抽出は，共通性の 反復推定の ある主

因子解に よ っ て行 われ た 。 すなわち，相関行列の

対角要 素は ， （3）の 初期値 によ っ て お きか え られて

因子が 抽出 され た 。そ の 結果得 られた共通性 をあ

らた め て推定値 とし て 相関行列 に 戻 し ， 再び因子

を抽出する と い う操作が反復され た 。 こ の 間， 

で 定め られ た 因子数が継続 して 用 い られ た 。

　  　共通性 の収束判定 は ，
i 回 目 に得 られ た共

通性 を ih！V（ノ＝ 1， 2，

……
，
　n ）とする時，全変数

に対 し て 1　ihi　− i．1研 1≦ 0．001で行われ た 。 ま

た ，反復途 中で LO を越え る共通性が発生 した場

合 には，そ の 直前 の反復段階で 打 ち切 られ た 。

　（6） 軸の 回 転は ，
Normal 　 Varimax 法に よ る

直 交回 転が施 され た。

　（7） 抽出された各因子 の 個人 別因子 ス コ ア ー

は，次式に よ っ て算出され た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 n

　　因子得点　Ff ＝ Σ W ／Z／
　 　 　 　 　 　 　 　 　 」＝ 1

　 W ノ： 変数ノの 因子 ス コ ア ー係数

　（　 Zノ ： 変数ノの 標準化 され た 変数値

　な お ，こ れ らの 一連の 計算は ， SPSS の 統計

サ ブ プ ロ グ ラ ム FACTOR （PA1 ，　 PA2 ）に

よ っ て行われ た 。

結果および考察

　 1　 Betts テ ス ト とVM 　I テ ス トの 関連性

　両 テ ス トを総合 した主 因子解 （共通性 1，0 ）の

結果 ， 固有値 1．0 以 上 を満足 する 因子 数 は 20 で

あ っ た 。 そ こ で ， 因子数を20と推定 して共通性 の

反復推定の あ る主 因子解 を行い ， さらに Normal

Varimax 法 に よる直交回 転を施 した結果，因子

の 明確性お よび回転前 の 固有値が LO 以 上 の 因 子

として ，最終的 には 9 因子が取 りあげ られ た 。 こ

れ ら 9 因子 の 回転後 の 因子負荷行列は ，
Table　3

に示 され て い る 。 因子 の解釈お よび命名 は ，原 則

と して 因子 負荷量 が 0．4 以上 の 項 目 を と りあ げ，

それ らの 内容を 中心 に行われたが ，
こ の 基準に達

す る項 目が 少な い 場合 に は ，因子負荷量 O．・3 以上

の 項 目を補助的 に取 りあげ因子を解釈する うえ で

の 参考とされ た 。

　第 1因子 （FI ）に 高 い 負荷量を示 した項 目は

次の 通 りで ある 。　 （以下 ，項 目番号，因子負荷量

の 順 に示 す。 ）

24　（0．693）

39　（0．612）

31　（0．570）

49　（0．513）

28　（0．459）

12　（0＿651）

48 （0．590）

23 （α 545）

50　（0．492）

3 （0．450 ）

25 （0．625）

18 （0．580）

21　（0．528）

38　（0．464 ）

14　（0．411）

　こ れ らの 項 目は，運動様式 と して は 様 々 な動作

が含まれた一般 的な もの で あ り，また，感覚様相

として は視覚 の みに限 られ て い る と こ ろ か ら， こ

の 因子 を 「動作 の視覚」因子 と命名 した 。

　第 皿因子 （Fll）は次の 項 目 に高 い 負荷量 を示

した 。

　71　（O．710）　　72　（O．690）　　73　（0．637）

　75　（O．487）　　74　（0，470）　　78　（O．437）

　これ らの 項 目に共通する の は， Bettsテ ス トの

味覚領域か ら選 ばれ て い る と こ ろ で ある 。 そ こ で ，

こ の 因子を 「味覚」 因子 と名づ ける こ とに した 。

　第 皿因子 （F 皿） に高い 負荷量を示 した の は 次

の 項 目で あ る。

　45　（O．619）　　41　（0．533）　　37　（0．476 ）

　 これ らの 項 目は ，階段を降 りた り，あ る い は歩

行 に関する筋感覚的お よび付帯的状況の イ メ ージ

をその 内容 とした もの で あ り，ま た ，こ れ らの 動

作 に関 する視覚的なイ メ ージ が ，負荷量 0．3 以 上

の項 目にみ られ て い る。
つ ま り，こ の 因子 に 共通

する内容は ， 歩行 とい う単
一な動作 に 伴な っ て 生

じ る複合的 な 感覚の イ メ ージ で あ る と考え られ る

こ とか ら，　 「個別 動作 （歩行） の複合的感覚」因

子 と命名す る こ と に した 。

　第 IV因子 （FN ）は次 の 項 目 に高 い 負荷量を示

した 。

　35 （0．684）　 6 （0．636）　43 （O．592）

　46　（0．536）　　27　（0．468）　　49　（0．432 ）

　 17　（0，410）

　 こ の 因子 は ，
バ

ッ ト を振 っ た り， ボ ール を投 げ

る とい う動作 に 関連 した筋感覚的 お よ び視覚的イ

メ ージ を共通 内容 と して い る こ とか ら，　 「個別動

作 （投打）の 複合的感覚」因 子 と名づ けた 。

　第 V 因子 （FV ）に 高 い 負荷量 を示 した項 目は

次の通 りで あ る 。

　53　（O．874）　　52　（0．818）　　54　（0．624）
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　 55　（O．594）

　 これ らの 項 目は ，全て Bettsテ ス ト の 視 覚 領

域か ら選ばれ た もの で あ る こ とか ら ， こ の 因子 を

「視覚」 因 子 と名づ け る こ と に した 。 FI も視覚

に関 する因子 で あ り， その 点で は共通 して い る と

思 われ るが ， FI が 様 々 な動作を伴な っ た視覚因

子 で あ る の が FV と の 大 きな梢違で あろ う。

　第 班因子 （F　NI） は次 の 項 目に高 い 負荷量 を示

した 。

　84　（0．736）　　81　（0．712）　　85　（0．623）

　82　（0．552）　　83　（0．488 ）

　 こ れ らの 項 目は，Betts テ ス トの 内部感覚領域

か ら の も の で あ る こ とか ら， こ の 因子 を 「内部感

覚」因子 と命名 した 。

　第 、1因子 （F 顎 ） に高 い 負荷量が み られ た の は

次 の 項 目 で あ る 。

　58　（O．583）　　56　（0。546）　　60　（0．530）

　59　（0．529）　　57　（O．440）　　62　（0．437）

　 これ らの 項 目に共通する こ と は ， Betts テ ス ト

の 聴覚領域か ら選ばれ て い る こ と で あ る n そ こ で ，

こ の 因子 を 「聴覚」因子 と名づ け る こ と に した 。

　第皿 因子 （FS皿） は次 の 項 目に 高 い 負荷量 を示

した 。

　 20　（0．605）　　36　（0．531）　　　15　（O．457）

　 こ れ ら の 項 目は，倒立動作 に伴 な う視覚的，筋

感覚的お よび付帯的状 況の イ メ
ー

ジに つ い て の 内

容 で あ る 。 そ こ で ，こ の 因子 を 「個 別 動 作 （倒

立 ）の 複合的感覚」因子 と命名 した。

　第 】X因子 （FDO に高 い 負荷量がみ られ た項 目

は次 の もの で ある 。

　10　（0。627）　　　2　（0．603）　　28　（O．522）

　26　（0．429）

　 こ の 因子 は ， 水面 と い う特殊な状況で あるが ，

た た く動作 に関連 した視覚的，筋感覚的 お よび付

帯的状況 の イ メ ージ を共通 内容と し て い る こ とか

ら，　 「個別動作 （叩 き）の 複合的 感覚」 因子 と名

づけた 。

　以上 ， 9 因子 を抽 出 し、それぞれ に つ い て 因子

の 解釈お よび命名を行 っ たが ， こ れ らの 中で ， F

I， F 皿，　 F ］V，　 FW ，　 FIXは，全 て VMI テ ス

トの 項 日 に 高い 負荷量 を示 し，残 りの 因子 は全 て

Bettsテ ス トの 項 目 に高い 負荷量 を示 した こ と ，

また ，
Betts テ ス トの 視覚的イ メ ージ項 目 とVM

I テ ス ト の それ らとが 同
一

の 因子 とし て 抽 出 され

なか っ た事実 ， さらに ，
Betts テ ス トの運動感覚

的 イ メ
ージ項 目が VMI テ ス ト の 項 目 とあ る程度

相関する と予測 され る に もか かわ らず，それ ら の

対応関係が 明確 に み られ なか っ た こ とが注目され

る 。
つ ま り， これ らの 結果は ，

一般 的なイ メ ージ

の 明瞭性 に対す る運動イ メ ージ の それが ， 特殊性

を持 っ て い る こ とを示 唆 して い る も の と考 え られ

る 。 また ， こ れ らの 結果か ら ， 運動 に 特有 なイ メ

ージ は 一
般的 な イ メ

ージ とは 別 の 視点か ら測定 す

る必要が ある の で はな い か ，すなわち，運動イ メ

ー
ジ を よ り直接的 に測定 す る テ ス ト を作成す る 必

要がある の では ない か と い う こ とが，因子 的な構

造か ら明確 に され た と考え られ る 。 し か し な が

ら，Betts テ ス ト の 項 目が感覚様相別 に配列 され

て い た の に対 して ，VMI テ ス トの それ らが 無作

為 に配列 され て い た こ とか ら推察す る と，イ メ ー

ジを描 く際 の 系列効果が こ れ ら の結果 に影響を及

ぼ して い る こ と も考え られ ， こ の 点 に 関 し て は今

後さ らに検討を加え る必 要が あ る 。

　 2　 VMI テ ス トの 因子的構 造

　VMI テ ス トの 因子 的構造 お よび それ ら の 運 動

経験 に よ る差異を検討 する 目的で ， 調査対象者全

体，体育学部生，他学部生 をそれぞれ 対象 と した

因子 分析が ， 先述 と同様の 手順 を用 い て 行 わ れ

た 。 そ の結果，それ ぞれ 5 ， 7 ， 6因 子が抽出 さ

れ た 。回転後の 因 子 負荷行列 は，Table　4 ， 5 ，

6 に示す通 りで ある 。 因子 の 解釈お よび命名は，

先述 した方法 に従 っ て行われ ，その 結果，次の よ

うに 呼ぶ こ と に した 。 （それ ぞれ の 因子 を規定す

る項 目番 号 を記述す る こ とは 省略 した。）

〈 対象者全体 〉

　第 王因 子 　動作 の 視覚

　第 皿因子　個別動作 （投打）の 複合的感覚

　第 皿因子　個別動作 （体操的）の 複合 的 感覚

　第 W 因子　個別動作 （叩 き）の 複合的感覚

　第 V 因子 　個別動作 （走）の複合的感覚

く 体育学部生 〉

　第 1因子 　動作 の視 覚

　第 皿因子　個別動作 （投打 ）の 複合的感覚

　第 毘囚子　個別動作 （叩 き）の 複合的感覚
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Table　4　 Rotated　factor　matrix 　for　VMI 　test

（All　 subjects ）
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Table　 5　 Rotated　factor　metrix 　for

　　　　（Subjects　 of 　physical　e （hUcationVMI

　test

major ）

Item 1 皿 皿 四 V 近
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Tab 且e　 6　Rotated 　factor　 matrix 　for　VMI 　test

　　（Subjects　of　non ・physical　 education 　major ）

Item 1 1 皿 N v 駆 hl
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　 第 】V因子　個別動作 （体操的） の複合的感覚

　 第 V 因子 　肩，腕 の筋感覚

　 第 ｝1因 子　個別動作 （押 し引 き）の 複合的 感覚

　 第 W 因子 　個別動作 （蹴 り）の 複合的感覚

く 他学部生 〉

　 第 1因子 　動作の視 覚

　第 H因子　個別動作 （ポ ー
ル 運動）の 複合的感覚

　 第 皿因 子 　下肢 の筋 感覚

　 ee　N 因子 　個別動作 （倒立）の 複合的感覚

　 第 V 因子 　個別動作 （叩 き）の 複合的感覚

　ee　vr因子 　個別動作 （階段歩行） の複 合的感覚

　 調査対象者 全体 の 結果にお い て ，第 1 因 子 に は

様 々 な動作に 関連 した視覚因子が抽出され た 。 こ

の よ うに視覚の みが 他の感覚 様相 とは異な り単
一

の もの として 抽 出され ，しか も様 々 な動作 に共通

した か た ちで 現われた結果は ，一
般的な情報処理

や運動学習 にお け る視覚優 位性 に つ い て の 研究報

告 7 ）・17）か ら予 測 され る こ と で あ ろ う。 特 に ， 運

動イ メ ージ にお い ては ，運動 を見た り遂行 した り

す る場合 に は ，まず 目標 とな るそれ らの 系列動作

を視覚的な イ メ ージ と し て と らえ る こ とが 優先的

に行われ る こ とか ら も，運動 イ メ ージ に お け る視

覚優位性が考え られ る 。

　 こ れに 対 して ，第 ll　W 子以 下 にお い て ， 個 々 の

動作 に 関連 した複合的 感覚因 子 が 抽 出され た事実

は，視覚的，筋感覚的 ， お よ び 付帯的 状 況の イ メ ー

ジ が動作の 形態 ごとに統合 され て い る こ とを意味

す る もの で あ り，本研究 に お い て 感覚様相別 に 仮

定 した イ メ
ージ 因 子 とは矛盾す るもの で あ っ た 。

こ の 理 由と して考え られ る こ とは ， 第 1因子が視

覚を通 して 様 々 な動作を
“
見 て い る イ メ ージ

”

で

あ り，第 H 因子以 下 は様 々 な感覚を総動員 し て動

作を
“

遂行 し て い る
”

イ メ
ージ を意味す る もの で

は な い か と の 解釈 で あ る。こ の 解釈 の 根拠 は，第

1 因子 で ある動 作の視覚因子 には，誰 か （他者）

が何 か の 運 動を行 っ て い る様子 をイ メ ージ に描 く

と い うよ うな い わゆ る見 て い る イ メ ージ の 項 目が

比較的多 く見 られ た こ と，また ，第 皿 因子以下 の 個

々 の 動作 に 関する 因子 は感覚 様相が 複合的 で あ る

こ と か ら，視覚や筋感覚お よび付帯的な状況を総

動員 す る こ と に よ っ て ，あた か も自己 が遂行 し て

い る よ うな イ メ ージ 因子 で あ る と考 え られ る こ と

か らで あ る 。 つ ま り，様 々 な動作 を傍観的 に見 て

い る イ メ ージ の 場合に は ，視覚が優 位 に な る と予

想され る の に対 して，自己が遂行 し て い る イ メ ー

ジ の 場合 に は ， 筋 感覚的イ メ ージ とともに ，場面

設定 の ため の 視覚的イ メ ージ
， 動作 によ っ て引 き

起 こ され る付帯的状況の イ メ ージ が ，運動共感を

伴な っ て 付随的 に必要にな っ て くる もの と考え ら

れ る 。 従 っ て ，これ ら の こ とを考慮 する と，筋感

覚的な イ メ ージ だ けを純粋 に 描 く こ と自体が 無理

で あ っ た の では な い か と推察 され る 。 また，こ の

よ うな
“
見 て い る イ メ ージ

”
と

“
遂行 して い る イ

メ
ージ

”
は ， 最近 の運動学習理 論や神経制御理 論

の 中で 取 りあげ られ て い る Adams 　 D の 記憶痕

跡と知覚痕跡 ， Pribram　Is＞の 認知的イ メ ージ と

達成的イ メ ージ
，

Meine19 ）の映 像的表象 と運動

表象 とに，それ ぞれ 対応 し た 関係に あ る の で はな

い か と考 え られ る 。 しか しなが ら，こ れ らの 解釈

を よ り妥 当性 の あ るもの とす る た め に は ，抽 出 さ

れ たそれ ぞれ の 因子 に 関連 した項 目 と ， 瞑 球 運

動 ， 筋放電な どの 生 体電気反応 との 対応関係 を今

後 さらに 明 らか に して い く必要があろ う。 また ，

第 H 閃子 以 下 に お い て，動作が 個別的 に抽出 され

た結果は ，
Lotter　 s）お よび Singer　33）の 研究か

ら示唆 され るよ うに ， それ ぞれ の 動作 に固有 な筋

感覚は特殊性を持 っ て い る こ とに起 因 す るもの と

考え られ る。

　同様の結果は ， 体育学部生 お よび他学部生 を対

象 と した 場合 に もみ られ たが ， 前者の 方が第 H因

子以 下 の個 々 の 動作 に 関 する複合的感覚因子 が よ

り特殊化 して い る傾 向を示 した 。 例 え ば ， 他学部

生 を対象と して 抽出された 「個別動作 （ボール 運

動）の 複合 的感覚」 因子 は ， 体育学部生 の 場合 に

は ，ボ ー
ル を投 げた り打 っ た りす る 「個 別 動 作

（投打） の複合的感覚」 因子 と ， ポ ー ル を 蹴 る

「個別 動作 （蹴 り）の 複合的感覚」囚子 とに分か

れ て い る。こ れ ら の 結果は ，運 動経験や運動の 習

熟 に よ っ て運動イ メ ージ の 因子 的構造 （主 として

個別動作の 複合的感覚因子 ）が よ り特殊化 して い

く可能性を示 唆する もの で ある 。 ま た ， こ れ らの

結 果 は ， 運 動 の経験差 に よ っ て技能 固有 の イ メ ー

ジ に質的 な差異が 生 じる こ と を 示 唆 し て い る

Moody エ4） の 研究や，運動 の 習熟 に伴 な う運 動イ
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メ
ージ の 変容 を報告 し て い る Pumi エ9）の 研究か ら

も予測され るで あろう。

　3　因子 ス コ ア ーに基づ く体育学部生 と他学部

生 との 相互 比 較

　調査 対象者全体を対象 と した VMI テ ス ト の

因子 分析か ら抽 出され た 5 因子 に 関 して ，体育学

部生 お よび他学部生 ごと に それ ぞれ の 因子 に つ い

て の 因子 ス コ ア
ーを算出 した 。

Fig，1 は そ れ ら

の平均値 を示 した もの で ある 。
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Fig， 1Mean 　factor　scores 　on 　each 　factor

　　　　 of 　VMI 　test　for　two　different　groups．

　そ こ で ，体育学部生 と他学部生 の 因 子 ス コ ア
ー

を因子 ご とに比較 した 結 果，第 1 因 子，第 皿 因

子 ，第 V 因子 に お い て有意な差 が認 め られ た （そ

れぞれ t ＝ − 4．　846，
df＝393，　p＜ ．001 ： t　＝ 2．　OO4，

df＝ 　393，　p＜．05 ： t＝ 3．708，　df＝ 393，　p ＜．GO1）。

つ ま り，　「動作 の 視覚」因子 は体育学部生 よ りも

他学部生の 方が有意に 高 い 因子 ス コ ア ーを示 し ，

「個別動作 （体操的） の 複合的感覚」因子 と 「個

別動作 （走 ）の 複合 的 感覚」因子 は ・他学部生 よ

りも体育学部生 の方が有意 に高 い 値を示 した 。 こ

れ らの 結果が得 られた の は ， 両者 の 運動経験 の差

異 によ る もの と考え られ る。すなわち ， 他学部生

の 場合 に は ，運 動 を遂行す る こ とよ りも 日頃か ら

運 動を見 る経験が多 い た め に，運動の イ メ ージを

視覚的 に とらえやすい の に対 して ，体育学部生の

場合は ，相対的に体操的な動作や走 る動作を実際

に行 う経験が 多 い こ とか ら ， 運動 の イ メ ージ を描

203

く際 に は それ ら の 動作 を遂行し て い るイ メ
ージが

支配的 に な りやすい こ とに よる もの と 考 え ら れ

る。また ， こ れ らの 結果か ら推察 して ， 個人内変

動 と し て の 運動経験や運動の 習熟 に伴 な う運動イ

メ
ージ の 変容過 程 を， VMI テ ス トに よ っ て把握

す る こ とも可 能で ある と思 われ る 。

要 約

　運動技能学習に及ぼすイ メ ージ ト レ ー ニ ン グ の

効果を規 定する学習者側 の 重要な要因 として ， 運

動 イ メ
ージ の 明瞭性が取 りあ げられ ，それ らとイ

メ
ージ の対象が

一般的で あ る Bettsの 明瞭性 テ ス

ト と の対応関係が 因子 分析的手法を用 い て 明 らか

に され た 。 さ ら に ， 運 動イ メ
ージ の 明瞭性 に つ い

て の 因子的構造が 検討 され ， それ ら の 運動経験 に

よる差異が体育学部生 と他学部生 の 因子 的構造お

よび因子 ス コ ア ーを比較検討す るこ とに よ っ て明

らか に され た e

　主な結果を要約す る と次 の 通 りで あ る。

　 1． Bettsテ ス ト と運動イ メ ージ の 明 瞭性 テ ス

ト の 項 目を総合 し て 因子分析 が行われ た結果 ， 明

確 な因子 とし て 9 因子 が抽 出され た 。 それ ぞ れ の

因子 を規定す る項 目 は ， 両 テ ス トに 共通 した もの

で は な くテ ス ト ご とに選ばれたもので あ っ た 。 こ

れ ら の 結果か ら，一般的なイ メ ージ の明瞭性 に対

す る運 動イ メ ージ の それは 特殊性 を持 っ て い る こ

と，ま た ， 運 動 に特有な イ メ
ージ は ，一般的なイ

メ ージ と は別 の 視点か ら測定す る必要があ る こ と

が示唆 され た 。

　 2． 調査対象者全 体を対 象と した運動イ メ ージ

の 明瞭性 テ ス ト の 因子分析の 結果， 5 因子が抽出

された 。 第 1因子 に は様 々な動作 に共通 した視覚

因子が抽出 され，運動イ メ ージ に お ける視覚優位

性が示唆され た 。 また，第 H 因 子以 下は個 々 の動

作 に 関連 し た 個別動作 の 複合的感覚 因子が 抽出 さ

れた 。
こ れ らの結果 に対 して ， 第 1因子 は 視覚を

通 して 様 々 な動作 を
“
見 て い る イ メ

ー ジ
”

で あ

り， 第 皿因子以下 は様 々 な感覚を総動員 して 動作

を
“

遂行 して い るイ メ ージ
”

で は ない か と解釈 さ

れ た 。

　 3． 体育学部生 と他学部生 とに分けて行 われた

運動イ メ
ージ の 明瞭性 テ ス トの 因子 分析 の結果，
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それ ぞれ 7 ， 6 因子が抽 出 され た 。 調査 対象者全

体を対象 と した 因子 分析 の結果 と同様に，第 1因
子 に は様 々 な動作 に関連 した視覚因子 が 抽 出 さ

れ ，第 ∬因子 以下 は個 々 の動作に関す る個別 動作

の 複合的感覚因子が 抽出 された 。 しか しなが ら，

第 ll因子 以 下 にお い て は，体育学部生 の 方が他学

部生 と比 較 し て よ り特殊化 した因子的 構造が認 め

られた。こ れ らの 結果 は ，運 動経験や運動 の 習 熟

に伴 な っ て ， 運動イ メ
ージ の 明瞭性が質的に変容

し て い く こ とを示唆 して い る と推察 され た 。

　 4． 調査 対象者全 体を対象 と した運 動 イ メ ージ

の 明 瞭性 テ ス トの 因子 分析に よ っ て抽 出され た そ

れ ぞれ の 因子 に関 して ， 体育学部生 と他学部生の

因子 ス コ ア ーが比 較検討 され た 。 その結果， 「動

作の 視覚」 因子 は体育学部生 よ りも他学 部生 の方

が有意に高 い 因子 ス コ ア ー
を示 し，「個別動作 （体

操的 ）の複合的感覚」因子 と 「個別 動作（走）の 複

合的 感覚」 因子 は，他学部生 よ りも体育学部生 の

方が有意に高 い 値 を示 した 。 こ れ らの結果 には，

運動 イ メ ージ を描 くに あた っ て の 両者 の運動経験

に よ る差異が 影響 して い るもの と考え られ た 。

　本 研 究 は ， 昭 和 55年 度 文 部 省 科学研究費 〔総 合 研 究

園 〕 「運動技能 学 習 に 及 ぼすイ メ ージ ト レ ー ＝ ン グ の 効

果 」の 補助金 を得て行われた もの で あ る。ま た ，そ の 要旨

は ，日本体育学会第31回 大 会 （1980）で 口 頭発表 され た 。
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